
横須賀市西浦賀1-11-1

（旧：住友重機械健康保険組合 浦賀病院）

よこすか浦賀病院
2015年8月、医療法人横浜柏堤会へ事業継承され、

「よこすか浦賀病院」として新たなスタートをしました。

横浜駅より

37分
京急本線利用

「横浜駅～浦賀駅」



阿部 裕
病院長

One for All, All for One,
一人は皆のために、皆は一人のために

医師、看護師、薬剤師やリハビリをはじめとする医療技術部門、さらには事務部門のスタッフなど、病
院やクリニック、介護施設などでは、さまざまな役割を担う多くの医療者が、「すべては患者さまのため
に」「利用者さまのために」という熱い想いを抱きながら、日々の業務にあたっています。そして、そう
した医療者の力が1人分でも欠けては、安心・安全で質の高い医療・介護サービスは提供できません。お
互いを尊重し支え合う、多職種協働の「チーム医療」こそがグループ運営の根幹であり、各地域において
救急から在宅まで切れ目のない、シームレスなトータル・ヘルスケアの提供体制をさらに充実させていく
ためにも、心を、ベクトルを1つに合わせながら、これからもTMG理念である「愛し愛される」組織であ
り続けたいと考えています。

また、グループ独自の災害時医療支援チーム（TDR）や海外看護師育成事業といった社会貢献活動にも
今後、ますます積極的に取り組んでいく一方で、高齢社会における予防医学の重要性に鑑みた、健康運動
指導士などによる健康運動教室の定期的な開催など、持てる資源を社会へ還元していくことこそが、地域
医療の充実を第一義に考える、私どもグループの使命であると強く認識しています。

「One for All,All for One、1人は皆のために、皆は1人のために」―――
皆様の健やかな暮らしと健康づくりをサポートすべく、
私たちは、これからも地域における医療、介護、福祉の発展に、さらに挑戦し続けてまいります。

戸田中央医科グループ 副会長
医療法人横浜柏堤会 理事長

横川 秀男

石塚幹夫
副院長

医療法人横浜柏堤会について

横浜市戸塚区の戸塚共立第1病院をはじめと
して、昭和28年に開設された医療法人です。
平成5年より戸田中央医科グループ（TMG）
の一員となり、地域に密着した幅広いサービ
スを提供するため、急性期から在宅医療まで
総合的なケアを目指しています。

よこすか浦賀病院 concept

優しく 早く 正確に

Philosophy

私たちは患者様の意志を尊重し、
優しく、早く、正確で
質の高い医療を提供します

運営方針



私は平成5年に福島県立医科大学を卒業後、東京女子医科大学第二
外科に入局し、消化器・一般外科を専門としてこれまで外科治療、
内視鏡診断・治療、悪性疾患への抗癌治療、緩和医療等と、もっぱ
ら臨床医療をさせて頂いて参りました。

ここでは、病院の理念にありますように、患者様の意思を尊重
し、優しく、早く、正確で、質の高い医療を多くの方々に提供でき
るよう努力し、 現在の医療事情を十分に理解しつつ、地域において
信頼され、選んで頂ける病院となりますよう、職員一同とともに努
力していきたいと存じます。

昨今の厳しい医療界の状況の中て、゙地域の各医療機関との病診・
病病連携の強化、各種施設や在宅療養を支援する様々な事業所との
協力関係の促進、行政機関との連携を密にすることは、必須の課題
と考えます。各方面の関係者の方々に、忌憚なきご意見・ご指導を
いただきながら、よりよい地域医療体制構築の働きの一助となるこ
とができればと存じます。

当院の持つ機能・特性を最大限生かし、地域の1次から一部の2次
救急をしっかりと担い、在宅医療も含めて地域の「かかりつけ病
院」として貢献して参りたいと思います。さらには今後、緩和医療
にも力を注いて行゙きたいと考えております。
責務は大変大きいですが、気負うことなく自然体で臨み、真摯な

心を持って果たして参ります。

外科
平成5年3月 福島県立医科大学 卒
消化器外科、外科一般、消化器癌治療、
内視鏡治療鏡視下手術、スポーツ医学
日本外科学会専門医、
日本消化器外科学会専門医・指導医、
消化器がん外科治療認定医、
日本がん治療認定医機構がん治療認定医、
日本医師会認定健康スポーツ医、
日本体育協会公認スポーツドクター、
神奈川県サッカー協会医科学部会委員
神奈川県ラグビーフットボール協会医務委員
難病指定医
身体障害者指定医 横 第2521号
（ぼうこう又は直腸機能障害・小腸機能障害）

病院長挨拶

優しく 早く 正確に

阿部 裕 病院長



【施設認定】
救急告知医療機関
日本消化器病学会認定医制度による研修関連施設
日本外科学会認定医制度による研修関連施設
日本外科学会外科専門医制度関連施設
日本整形外科学会認定医制度による研修関連施設
日本眼科学会専門医制度研修施設

■病院名 ：医療法人横浜柏堤会 よこすか浦賀病院

■開設者 ：理事長 横川 秀男

■管理者 ：病院長 阿部 裕

■所在地 ：横須賀市西浦賀1-11-1

■病床数 ：99床（一般病棟：60床、療養病棟：39床）

■診療科目：内科（消化器科・呼吸器科・循環器科）
外科／整形外科／小児科／眼科／皮膚科／泌尿器科／リハビリテーション科／健診・人間ドック

■職員数 ：189名（平成28年10月末現在）
医師 ：常勤7名、非常勤38名
看護師 ：常勤31名、非常勤19名
薬剤師 ：常勤3名
放射線技師：常勤4名
検査技師 ：常勤4名
理学療法士：常勤6名 作業療法士：1名 言語聴覚士：常勤1名
管理栄養士：常勤2名
その他

病院概要



大正元年8月1日
浦賀工場診療所として開設

浦賀船渠（うらがせんきょ）とは
横須賀市浦賀地区にあった造船所。通称浦賀ドック。
日本海軍の駆逐艦建造で有名。現在、浦賀船渠の
第1号ドック（通称浦賀ドック）は世界に4か所にしか
現存していないレンガ積みドライドックのうちのひとつ

昭和14年5月
浦賀工場診療所改築

昭和18年10月
第二病棟開設

昭和19年6月1日
浦賀造船所病院と改称
同年9月1日
第3病棟を増設
10月1日
総合病院として認可

昭和30年4月4日
浦賀船渠（うらがせんきょ）病院
起工式・開設

104年
の歴史

沿革



4Ｆ療養病棟39床＋食堂・談話室1室

3Ｆ一般病棟60床＋リカバリー室2床＋食堂・談話室1室

2Ｆ手術室（2室）

1Ｆ外来＋放射線＋内視鏡室＋超音波診断室

リカバリー室
(2床）

リハビリ室
CT 東芝 AquilionPRIME 
TSX-303A/9B (80列)

MRI
東芝MRT-1000A(1テスラ）

一般撮影装置 東芝
KXO-50RM 
DST-100A

透視・直接撮影装置
東芝 KXO-80XM型
①DBX-6000A型
②DST-100A型

手術室（2室）
①多目的手術台
②脳神経外科手術台

エコー

内視鏡室
※すべてオリンパス

上部：GIF-H260,GIF-XQ240,
GIF-Q260,GIF-XP260N

下部：JF260V
CF-Q260A/I,CF-H260AI,

光源装置CLV-260
ビデオシステムセンサーCV-260

マンモグラフィー
東芝、
MGU-100B型

救急処置室

整形外科処置室

一般病棟 ナースステーション

院内設備



阿部 裕病院長

【外来診療】 ： 2～3コマ／週 （患者数20～30名程度／コマ）
【病棟管理】 ： 20～25名程度（一般病棟・療養病棟）
【主な疾患】 ： 消化器全般の他に甲状腺、乳癌、肺（症例による）、

腹壁や鼠頚部のヘルニア等
【手術件数】 ： 160件程度／年（麻酔科医常勤体制）
【 内視鏡 】 ： メーカーはオリンパス。1,700件程度／年
【 求める医師像 】
オペができる方、また緊急手術にも柔軟に対応していただける方

【最近の実績】

業務内容

当科では、消化器全般の他に甲状腺、乳癌、肺（症例による）、腹壁や鼠頚部のヘルニアを主な治療対象疾患としておりま
す。患者さんへの安全性と治療効果を常に検討して術前診断の充実を計り、いわゆる一般的な手術ばかりでなく、胸腔鏡や腹腔鏡を用いた
侵襲の少ない手術や早期の胃癌や大腸癌に対しては、積極的に内視鏡による切除も行っております。患者さんとのコミュニケーションを大
切にしており、御本人が気軽に訴えやすい環境作りに気をつけ、納得の上で治療を受けて頂けるよう心がけております。

当直なし可
※オンコール
対応必須

外科
平成5年3月 福島県立医科大学 卒
消化器外科、外科一般、消化器癌治療、
内視鏡治療鏡視下手術、スポーツ医学
日本外科学会専門医、
日本消化器外科学会専門医・指導医、
消化器がん外科治療認定医、
日本がん治療認定医機構がん治療認定医、
日本医師会認定健康スポーツ医、
日本体育協会公認スポーツドクター、
神奈川県サッカー協会医科学部会委員
神奈川県ラグビーフットボール協会医務委員
難病指定医
身体障害者指定医 横 第2521号
（ぼうこう又は直腸機能障害・小腸機能障害）

H27年度実績 件数

腹腔鏡手術 56

胸空鏡手術 1

開腹手術 35

ヘルニア 24

ポート 5

穿孔緊急手術 7

その他 30

計 158

外科

内視鏡室
現在内視鏡検査は外科医が担当しており
ます。17,00件程度/年。
オリンパス製を使用。

第1室 多目的手術台、第2室 脳神経
外科手術台があります。緊急手術にも対
応していただくため、オンコール対応は
必須です。

（常勤1名募集）



病院長インタビュー

■地域の急性期病院だからこそ、“自分の力”を最大限に発揮する環境があります

私は1993年に福島県立医科大学を卒業し、“学閥にとらわれないで外科学を学びたい“と東京女子医
科大学第二外科に入局しました。ローテーションで出張した聖隷浜松病院では、消化器外科のほか呼吸
器外科も学び、毎日手術三昧の日々を送っていました。入局から10年間、あらゆる手術を経験した中
で、自分の力がどこまで発揮できるか試したく、大学病院をやめ、民間病院に就職しました。小さい病
院だからこそではありますが、そこでは手術症例のほとんどを自ら執刀し、術後管理も自ら行うという
責任のある仕事を任され、2016年からよこすか浦賀病院の院長に就任しています。

これまで当院は企業の健康保険組合病院として運営されていたため、地域医療としての貢献度は低
く、知名度も推して知るべしの状態でありました。しかし、2015年に経営母体が変わり、現在は医療
法人として、地域に根ざしたかかりつけ病院を目指しております。診療圏の中で、24時間365日、地
域の方々が頼れる病院となりたいと思っています。

しかし、三浦半島の端に位置する土地柄、なかなか常勤医師が招聘できないていない

という現状があります。横須賀市の急性期病院として「医師がいれば受けられる患者が

多くいるのに」と悔しく思う毎日です。

当院は大きい病院じゃないとできない医療ではなく、小さい病院でもここまでできると

いう発想を持ったpositiveな方求めております。現在医師不足という現状から、仕事量は

決して少なくはありませんが、やりがいや使命感をもって“自分の力を最大限に発揮したい”

と考えていらっしゃる方、心よりお待ちしております。

阿部 裕 病院長



整形外科

現在常勤医がおらず、横浜市立大学からの非常勤医師が外来を担当しております。2016年4月から内科常勤医、麻酔科常勤
医が入職したことで、整形外科患者の合併症に対するフォロー体制、麻酔科医の確保により手術対応が可能となりました。
当院近隣行政区において整理外科診療が行われておらず、十分な需要、幅広い症例が見込めます。

常勤医不在
【外来診療】：3～4コマ／週 （患者数20～30名程度／コマ）
【病棟管理】：20～25名程度（一般病棟）
【 その他 】：手術にも対応可能な設備があります。

非常勤医は横浜市大からの派遣です。
当直なし相談可。

【求める医師像】
体制づくりにチャレンジしたい方。様々な症例を積みたい方。

業務内容

【最近の実績】
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（H20・23・27は未確認あり）
過去常勤の整形外科医がいた際は観血
的制服固定術や抜釘術を主に行ってお
りました。

＝紹介患者元診療所・クリニック

現在57の診療所・クリニックの先生
方より患者様のご紹介を頂いておりま
す。うち、34施設が当院より3㎞以内
に含まれることから、潜在的な需要
ニーズが高いことが見込めます。
地域の病院と連携を密にすることで

専門的な診療を必要とする患者の受け
入れも可能であり、高齢化が進む中
で、整形外科治療が急務となっている
地域です。

非常勤医○名
（横浜市大より）

（常勤2-3名募集）



石塚 幹夫
副院長

【外来診療】 ： 3～4コマ／週 （患者数20～30名程度／コマ）
【病棟管理】 ： 20～25名程度（一般病棟・療養病棟）
【主な疾患】 ： 一般的内科疾患、高血圧・脂質異常症・糖尿病・慢性

腎臓病など
【 その他 】 ： 病棟管理のみの勤務も可能です（療養病棟）

当直なし相談可
【 求める医師像 】：特に循環器が専門の方歓迎

業務内容

常勤医が担当しておりますので、精査加療の必要な症例がございましたら、是非ともご紹介下さるようお願い致します。
非常勤医師は、消化器(横浜市立大学より派遣)を主に、一般的内科疾患に対して診療を行っております。地域医療に少しでも貢献でき
るよう尽力していきたいと存じますので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

内科

内科
昭和62年3月 岐阜大学 卒
循環器科一般

心臓カテーテルインターベンション
（末梢血管、頚動脈を含む）
日本内科学会認定総合内科専門医、
日本循環器学会認定循環器専門医、
日本心血管インターベンション治療学会認定専門医
身体障害者指定医 横 第2284号（心臓機能障害）

原田三紀夫医師

内科
昭和50年3月 大阪市立大学 卒
呼吸器内科一般、循環器科一般

日本外科学会認定医
日本胸部外科学会認定医
臨床研修指導医
身体障害者福祉法心臓機能・呼吸器機能障害指定医
日本医師会認定産業医

【診療体制】

AquilionPRIME TSX-303A/9B型（80列/東芝）

この病院ではカテーテルインターベンション治療はで
きませんが、ABI（足関節・上腕血圧）、運動負荷試
験、ホルター心電図、心臓超音波検査、８０列CT検査
を適宜組み合わせて診断・保存的治療が可能です。
必要があればカテーテル治療のできる病院に迅速に紹
介します（副院長より）。

当院内科では、週1回、看護師、薬剤師、リハビリ
科、栄養士、地域連携室を含めた合同カンファレンス
を実施しています。その結果、患者さんについて医師
のみならずスタッフが患者さん1人1人の病状把握、治
療方針を理解して、必要により退院支援を行っていま
す。そうすることで質の高い医療を提供していると自
負しております（副院長より）。

各専門を集めたカンファレンスの実施

外来・病棟管理対応

療養病棟管理対応

（常勤1名募集）



名誉院長
八塚正四医師

眼科

小児科・麻酔科・眼科 （充足）

小児科

麻酔科

小児科
昭和47年3月 昭和大学 卒
小児外科
小児科

日本小児外科学会認定名誉指導医
日本外科学会認定指導医、
昭和大学医学部小児外科客員教授
昭和大学付属看護専門学校非常勤講師

小児科
昭和61年3月 東邦大学 卒
小児科

医学博士
日本小児科学会専門医

部長
田村恵子医師

小児科領域全般の診療、外来で可能な限りの検査・輸液治療などを行っております（外来診療のみ）。月曜日午前は八塚医師（昭和大
学客員教授）、木曜日は東邦大学小児科からの非常勤医師が診療します。地域に根ざした医療と情報を提供し、「かかりつけ医」とし
て、お子様からご家族まで支援できますよう努力致しております。

常勤の麻酔科専門医が手術の時の麻酔を担当しています。安心し
て手術を受けて頂ける様に手術前に診察し御本人にとって、最適
な麻酔手法を選択、また不安を取り除けるよう務めております。

麻酔科
平成17年3月 信州大学 卒
麻酔科

麻酔科標榜医、麻酔科認定医、麻酔科専門医、
JBJＢ-ＰＯＴ（周術期経食道心エコー認定試験）認定
医療安全管理者

当科は一般診療はもちろんですが、手術(白内障を中心とした)に
も力を入れています。横浜市立大学眼科関連施設ですので難症例
に対しても大学と連携をとりながら治療にあたっています。

大野謙介医師

眼科

平成15年3月 横浜市立大学 卒

眼科全般

医長 平田 菜穂子医師



院内雰囲気

104年の実績が
あります

早く 正確に」の看護体制 PT6名、ST1名、OT1名）



近隣病院と当院の方針について

よこすか浦賀病院（99床）

急性期病院としての機能拡充へ

医療圏内には横須賀共済病院や横須賀市
うわまち病院といった高度急性期病院は
あるものの、特に浦賀エリアでは当院は
唯一の急性期病院となっています。
昨年TMGグループに加入したもの

の、まだ医師不足の状態であります。急
性期病院としての機能拡充を行い浦賀エ
リアの医療体制を整備するためにも今
回、内科・整形外科・外科の常勤医を採
用したいと考えております。

横須賀共済病院
（高度急性期/735床）

横須賀市立うわまち病院
（高度急性期/417床）

連携
91施設

（診療所・クリニック・病院）



アクセス

職員送迎用運行あり
7：30（浦賀駅発） 17：20（病院発浦賀駅行）

《浦賀駅(京急線)》
駅前バスターミナル(2)番乗場より 「京急久里浜駅」行き
「久里浜駅」行き乗車4分、紺屋町下車 徒歩約3分。
駅前バスターミナル(2)番乗場より
「千代ヶ崎経由 京急久里浜駅」行き乗車5分 「浦賀病院前」下車すぐ前。

《京急久里浜駅》
東口バスターミナル(1)番乗場より 「浦賀駅」行き
乗車7分、紺屋町下車 徒歩約3分。
東口バスターミナル(2)番乗場より
「千代ヶ崎経由 京急浦賀駅」行き乗車15分
「浦賀病院前」下車すぐ前。

《JR久里浜駅 》
駅前バスターミナル(6)番乗場より 「浦賀駅」行き
乗車7分、紺屋町下車 徒歩約3分。

ご来院の患者様は専用シャトルバスをご利用頂けます。
「専用シャトルバスのご案内」をご覧ください。


